
Ⅰ　平成 28 年度事業概要
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平成 28 年度社員総会報告

日　時：平成 28 年 7 月 16 日（土曜日）　午前 10：00 〜 12：00
場　所：東京都江東区青海 2─2─1（東京国際交流館　プラザ平成　国際交流会議場）

新規加盟校紹介
平成 28 年度新規加盟校 8校が紹介され、1校の大学名変更が報告された。
現在、加盟校数は 4年制大学 157 校、短期大学は 13 校、計 170 校になったことが報告された。
新規加盟校は、健康科学大学、国際医療福祉大学（成田看護学部　看護学科）、修文大学、松蔭
大学、聖泉大学、東京医療学院大学、姫路獨協大学、八戸学院大学（八戸学院短期大学　看護学科
平成 28 年度募集停止により）。
姫路大学は、旧近大姫路大学より大学名変更。

審議事項
・野口眞弓業務執行理事より平成 27 年度事業報告について、長澤　正志財務担当理事より平成 27
年度決算報告について、説明され承認された。
・太田喜久子監事より平成 28 年 5 月 17 日に平成 27 年度の監査を行った結果、理事の職務の執行、
業務報告について定款に従い、本協会の事業の状況を正しく示しているものと認め財産の状況な
らびに決算書類及び事業報告書については
①　会計帳簿は記載すべき事項を正しく記載し、貸借対照表及び正味財産増減計算書は会計帳簿
に基づき作成されている。

②　貸借対照表、及び正味財産増減計算書は、一般に公正妥当と認められる会計処理に従い、協
会の財産状況を正しく表示していることを認める。

③　付随明細書は記載すべき事項を正しく示していることが説明され､ 承認された。
・定款第 2条（事務所）の一部改定について、野口眞弓業務執行理事より事務所移転について説
明され､ 事務所の所在地を新宿区から千代田区に変更することが承認された。
・任期満了による、鎌田　美智子理事（神戸常盤大学）、佐々木　秀美理事（広島文化学園大学）
の退任が報告された。
・荒賀　直子理事（甲南女子大学）の学内役職変更による辞任を承認した。
・岡田　由香監事（岐阜医療科学大学）の学内役職変更による辞任を承認した。
・小川　妙子氏（甲南女子大学）の理事選任について承認した。
・清水　房枝氏（京都光華女子大学）、奥田　泰子氏（四国大学）の理事選任を承認した。
・野並　葉子氏（神戸女子大学）の監事選任を承認した。
・島袋　香子理事（北里大学）、山本　真千子理事（茨城キリスト教大学）、林　優子理事（大阪
医科大学）の重任を承認した。

報告事項
・平成 28 年度事業活動について野口眞弓業務執行理事より事業の状況について報告された。続い
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て収支予算案について長澤正志財務担当理事より予算について報告された。
・理事会により選任された近藤潤子氏について名誉会長の委嘱状を交付した。
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平成 27年度一般社団法人日本私立看護系大学協会収支決算書
（平成 27 年 4 月 1 日〜平成 28 年 3 月 31 日）

〈収入〉 （単位：円）
科　　　　目 平成27年度予算 平成27年度決算 差　　異 備　　考

会 費 51,300,000 51,000,000 300,000
会　費＠ 300,000 × 162 校
未納校 1校
入会金＠ 200,000 × 12 校

銀 行 利 息 20,000 7,708 12,292 普通預金利息 6,995 円　事業費利息 713 円	
前 期 末 未 収 入 金 収 入 0 300,000 △	300,000 26 年度会費未納金	
期 末 仮 払 金 回 収 収 入 0 5,150,716 △	5,150,716 26 年度事業費精算金他	
預 り 金 2,000,000 2,068,314 △	68,314 源泉所得税、住民税、社会保険料	
収 入 小 計 53,320,000 58,526,738 △	5,206,738
期 末 仮 払 未 収 入 金 0 △	419,790 419,790 27 年度事業費精算金	
前 年 度 繰 越 金 19,693,000 19,693,788 △	788

合　　　計 73,013,000 77,800,736 △	4,787,736

〈支出〉
科　　　　目 平成27年度予算 平成27年度決算 差　　異 備　　考

事業費 47,369,000 43,215,022 4,153,978
大学における教育に関する事業 7,268,000 5,589,439 1,678,561
学術研究および学術研究体制に関する事業 2,603,000 2,260,961 342,039
研 究 助 成 事 業 5,642,000 4,866,989 775,011

教育、学術および文化の国際交流事業 1,993,000 1,347,417 645,583
セミナー開催計画修正により講師人数
を減じ、謝礼金および交通費支出が当
初予定より少なかったための支出減

大学運営・経営に関する事業 6,600,000 5,949,905 650,095
関係機関との提携等に関する社会的事業 1,870,000 1,857,321 12,679
会報・出版等の広報に関する事業 1,371,000 1,305,442 65,558
将来構想検討に関する事業 400,000 437,898 △	37,898
人 件 費 6,042,000 6,617,751 △	575,751
消 耗 品 費 1,000,000 1,189,080 △	189,080
旅 費 交 通 費 3,020,000 3,362,920 △	342,920 理事会等出席交通費
印 刷 費 2,500,000 3,259,960 △	759,960 年報印刷費
会 議 費 3,810,000 2,521,751 1,288,249 総会、理事会経費
賃 借 料 3,250,000 2,648,188 601,812 事務所賃料、総会集計機リース料
管理費 8,810,000 9,487,962 △	677,962
人 件 費 4,030,000 4,066,031 △	36,031 事務局員等人件費
消 耗 品 費 600,000 426,454 173,546 文具他
光 熱 水 費 360,000 309,199 50,801 事務所光熱費
旅 費 交 通 費 50,000 61,380 △	11,380 近地交通費
通 信 費 750,000 971,857 △	221,857 切手・郵送費、電話・電報代、振込手数料　
印 刷 費 500,000 732,006 △	232,006 コピー機利用料
賃 借 料 1,500,000 1,765,459 △	265,459 事務所賃料、コピー機・電話機リース料
会 議 費 200,000 1,450 198,550 管理会議等	
業 務 委 託 費 750,000 1,084,126 △	334,126 Web 管理契約料・会計指導料
租 税 公 課 70,000 70,000 0 法人都民税
将来構想特別会計繰入金 1,000,000 1,000,000 0 将来構想特別会計積立金
維持管理特別会計繰入金 0 0 0 維持管理特別会計積立金
退 職 給 付 引 当 金 繰 入 額 380,000 385,202 △	5,202
預 り 金 2,000,000 2,051,160 △	51,160 源泉所得税、住民税等、社会保険料
前 期 末 未 払 金 支 払 支 出 1,000,000 2,070,418 △	1,070,418
期 末 未 払 金 △	1,000,000 △	898,990 △	101,010
支 出 小 計 59,559,000 57,310,774 2,248,226
次 年 度 繰 越 金 13,454,000 20,489,962 △	7,035,962 現金 60,011 円　預金 20,429,951 円

合　　　計 73,013,000 77,800,736 △	4,787,736
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平成 27年度将来構想特別会計決算書
（平成 27 年 4 月 1 日〜平成 28 年 3 月 31 日）

平成 27年度維持管理特別会計決算書
（平成 27 年 4 月 1 日〜平成 28 年 3 月 31 日）

〈収入〉 （単位：円）
科　　　　目 平成27年度予算 平成27年度決算 差　　異 備　　考

平 成 26 年 度 繰 入 金 1,000,000 1,000,000 0
利 息 収 入 136,000 140,861 △	4,861
前 年 度 繰 越 金 16,975,000 16,975,501 △	501

合　　　計 18,111,000 18,116,362 △	5,362

〈支出〉
科　　　　目 平成27年度予算 平成27年度決算 差　　異 備　　考

次 年 度 繰 越 金 18,111,000 18,116,362 △	5,362
合　　　計 18,111,000 18,116,362 △	5,362

〈収入〉 （単位：円）
科　　　　目 平成27年度予算 平成27年度決算 差　　異 備　　考

平 成 26 年 度 繰 入 金 0 0 0
利 息 収 入 0 0 0
前 年 度 繰 越 金 8,000,000 8,000,000 0

合　　　計 8,000,000 8,000,000 0

〈支出〉
科　　　　目 平成27年度予算 平成27年度決算 差　　異 備　　考

次 年 度 繰 越 金 8,000,000 8,000,000 0
合　　　計 8,000,000 8,000,000 0
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平成 28年度一般社団法人日本私立看護系大学協会予算書
（平成 28 年 4 月 1 日〜平成 29 年 3 月 31 日）

〈収入〉 （単位：千円）
科　　　　目 平成28年度予算 平成27年度決算 差　　異 備　　考

会 費 52,200 51,300 900 会　費＠ 300 × 170 校入会金＠ 200 × 6 校
銀 行 利 息 20 20 0
雑 収 入 480 0 480 40 周年記念式典祝賀会参加費	
将 来 構 想 特 別 会 計 繰 出 金 13,000 0 13,000 40 周年記念事業費・事務局移転費用	
敷 金 還 付 金 回 収 収 入 819 0 819 旧事務所敷金
預 り 金 2,500 2,000 500 源泉所得税、住民税、社会保険料
（ 収 入 小 計 ） 69,019 53,320 15,699
前 年 度 繰 越 金 20,490 19,693 797 現金及び普通預金				

合　　　計 89,509 73,013 16,496

〈支出〉
科　　　　目 平成28年度予算 平成27年度決算 差　　異 備　　考

事業費 49,802 47,369 2,433
大 学 教 育 委 員 会 3,860 7,268 △	3,408
研 究 活 動 委 員 会 1,359 2,603 △	1,244
研 究 助 成 事 業 5,722 5,642 80
国 際 交 流 委 員 会 1,225 1,993 △	768
大 学 運 営・ 経 営 委 員 会 2,345 6,600 △	4,255
渉 外 委 員 会 1,670 1,870 △	200
広 報 委 員 会 1,301 1,371 △	70
将 来 構 想 検 討 委 員 会 525 400 125
40 周 年 記 念 事 業 費 8,250 0 8,250
人 件 費 10,020 6,042 3,978 事務局員等人件費
消 耗 品 費 1,000 1,000 0 総会用品、会長表彰記念品代等
旅 費 交 通 費 3,020 3,020 0 理事会等出席交通費
印 刷 費 2,850 2,500 350 年報印刷費
賃 借 料 4,150 3,250 900 事務所賃料、総会集計機リース料
会 議 費 2,380 3,810 △	1,430 総会、理事会経費
業 務 委 託 費 125 0 125

管理費 12,960 8,810 4,150
人 件 費 6,680 4,030 2,650 事務局員等人件費
消 耗 品 費 750 600 150 文具他
光 熱 水 費 450 360 90 事務所光熱費
旅 費 交 通 費 50 50 0 近地交通費
通 信 費 750 750 0 切手・郵送費、電話・電報代、振込手数料
印 刷 費 500 500 0 コピー機利用料
賃 借 料 2,100 1,500 600 事務所賃料、コピー機・電話機リース料
会 議 費 200 200 0 管理会議等	

業 務 委 託 費 1,410 750 660 公認会計士業務委託契約料、Web管理契約料、事務所移転業務委託料
租 税 公 課 70 70 0 法人都民税
敷 金 支 出 4,000 0 4,000 新事務所敷金
将来構想特別会計繰入金 1,000 1,000 0 将来構想特別会計積立金
維持管理特別会計繰入金 0 0 0 維持管理特別会計積立金
退 職 給 与 引 当 金 繰 入 額 270 380 △	110 　
預 り 金 2,500 2,000 500 源泉所得税、住民税等、社会保険料
前 期 末 未 払 金 支 払 支 出 1,000 1,000 0
期 末 未 払 金 △	1,000 △	1,000 0
（ 支 出 小 計 ） 66,532 59,559 6,973
次 年 度 繰 越 金 18,977 13,454 5,523 （予備費を含む）

合　			　計 89,509 73,013 12,496
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平成 28年度将来構想特別会計予算書
（平成 28 年 4 月 1 日〜平成 29 年 3 月 31 日）

平成 28年度維持管理特別会計予算書
（平成 28 年 4 月 1 日〜平成 29 年 3 月 31 日）

〈収入〉 （単位：千円）
科　　　　目 平成28年度予算 平成27年度決算 差　　異 備　　考

平 成 28 年 度 繰 入 金 1,000 1,000 0
利 息 収 入 136 136 0
前 年 度 繰 越 金 18,111 16,975 1,136

合　　　計 19,247 18,111 1,136

〈支出〉
科　　　　目 平成28年度予算 平成27年度決算 差　　異 備　　考

周 年 記 念 事 業 繰 出 金 8,250 0 8,250 40 周年記念事業費
事 務 所 移 転 費 用 繰 出 金 4,750 0 4,750 事務所移転にかかる敷金および移転費用
次 年 度 繰 越 金 6,247 18,111 △	11,864

合　　　計 19,247 18,111 1,136

〈収入〉 （単位：千円）
科　　　　目 平成28年度予算 平成27年度決算 差　　異 備　　考

平 成 28 年 度 繰 入 金 0 0 0
利 息 収 入 0 0 0
前 年 度 繰 越 金 8,000 8,000 0

合　　　計 8,000 8,000 0

〈支出〉
科　　　　目 平成28年度予算 平成27年度決算 差　　異 備　　考

次 年 度 繰 越 金 8,000 8,000 0
合　　　計 8,000 8,000 0
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平成 28 年度理事会報告

平成 28 年度第 1 回定例理事会報告

日　時：平成 28 年 5 月 28 日（土曜日）　13：00 〜 17：00
場　所：TKP市ヶ谷カンファレンスセンター（B1 Eミーティングルーム）
出席者：18 名（総数 22 名）

審議事項 
１．平成 28 年度事業活動方針について、研修体系のあり方と事務局の強化などの基盤強化と合
わせて、研修事業の充実化を図りたいと説明された。研修事業の体系化について、将来構想検討
委員会より、研修事業を体系化し、年度を重ねるごとに見えてきた様々な課題を検討していきた
いと意見が出された。また、研修の充実化を図るためには従来の方式ではやっていけないかもし
れないので、委員会を横断的に実施することも考えられる。実施体制の検討は理事会で相談しな
がら進めていき、研修事業の体系化を進めていきたいと意見が出された。また、平成 28 年度事
業活動計画と予算について各委員会委員長より説明され、審議の結果承認された。
２．研究活動委員会より、研究助成の応募状況について報告された。また選考委員について承認
を得た。選考委員会は 7月 17 日に開催する予定であると説明された。
３．平成 28 年度予算の次年度繰越金については、事務局の強化、事業の充実強化を図っている
ので平成 29 年度以降は減額が予想されると説明された。また、事務所移転に係る経費は将来構
想特別会計からの支出となっているが、繰越金があるので一般管理費から支出してもよいのでは
ないかとの意見が出されたが、これまでの審議の経緯と事業内容を勘案し、将来構想特別会計か
ら支出することとなった。
４．役員選任について、新理事に、清水房枝先生（京都光華大学）、小川妙子先生（甲南女子大
学）、奥田泰子先生（四国大学）、新監事に野並葉子先生（神戸女子大学）が選出され、総会に推
挙することが承認された。
５．平成 28 年度新規加盟校について、八戸学院大学は短期大学の看護学科廃止による課程変更、
姫路大学は近大姫路大学より名称変更であることが説明され、8校の新規加盟が承認された。
６．平成 28 年度総会と 40 周年記念式典について委員会より説明された。
７．本年度より各委員会の会計を法人事務局が執行するにあたり具体的な方法が審議された。事
務局が、出された意見を要約し修正案を提示し、メール審議することになった。
８．事業活動計画書（諸規程集様式 1）書式変更について、会長より中長期の計画が形骸化して
いると指摘があり、様式 1の変更を検討し承認された。
９．事務局より事務局人事・人員募集およびの事務局移転進捗状況について説明され、事務局移
転について、井部会長、佐々木副会長、野口業務執行理事、長澤財務担当理事と事務局をプロ
ジェクトメンバーとし、進めることが承認された。　　　　　　　　　　　　	
10．熊本地震被災地の加盟校への対応について、被災した熊本看護福祉大学、熊本保健科学大学
の 2校について平成 28 年度の会費は本部より支出することが承認された。
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報告事項
１．平成 27 年度事業活動報告と決算について各委員会代表理事より報告された。
２．平成 27 年度決算報告について会費収入と期末未収入金の記載について、適切であるが分か
りにくいため、分かりやすくする必要があるという意見が出された。他に分かりやすい記載方法
があるか、公認会計士に相談することとなった。
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平成 28 年度第 2 回定例理事会報告

日　時：平成 28 年 7 月 23 日（土曜日）　13：00 〜 14：10
場　所：TKP市ヶ谷カンファレンスセンター（B1 Eミーティングルーム）
出席者：14 名（総数 22 名）

審議事項
１．平成 28 年度事業執行体制および事務局体制について、社員総会、会長、副会長、監事、理
事会、業務執行理事、法人事務局の位置を確認し、業務執行理事は 2名とし、そのうち 1名を財
務担当とすることとした。各委員会の理事・委員について確認し、委員が未定の委員会について
は後日確定し事務局に知らせることとなった。
２．平成 29 年 1 月 22 日 13 時に臨時理事会を開催し、平成 29 年度の事業活動等について審議す
ることが承認された。また、11 月の第三回定例理事会日程は 11 月 25 日（金）13 時から開催す
ることに変更された。さらに定例理事会終了後、委員長会議を開催することが承認された。
３．事務局移転について説明された。
新事務所住所は東京都千代田区九段南 4─6─10
新電話番号は 03-6261-2071、新ファクス番号は 03─6261─2072
４．平成 28 年度研究助成選考結果について説明された。また、総会時発表の研究助成採択率の
数値の誤りについて看護学研究奨励賞 53.4％、若手研究者研究助成 42.2％、国際学会発表者助成
37.7％と訂正された。

報告事項
１．平成 28 年度総会・講演会報告についてアンケートの集計結果に基づき報告された。
２．広報委員会より会報 36 号記事構成の説明と協力依頼がされた。



─ 12 ─

平成 28 年度第 3 回定例理事会報告

日　時：平成 28 年 11 月 25 日（金）　13：00 〜 16：15
場　所：日本私立看護系大学協会　事務所
出席者：	18 名（総数 22 名）

審議事項
１．定款と細則等の整備について審議し、次回臨時理事会において継続審議することとした。
２．理事および監事等選出内規の変更について、現行の理事の選出内規は度々加筆されており、
分かりづらい。理事にとっても選挙を経て選出される方が良い。プロセスに改善の余地があると
確認されている。現在は会員校 170 校と規模が大きくなり、透明性を高めるためにも選挙は妥当
との意見が出され、臨時理事会の検討課題とした。
３．各委員会が開催する研修体系について、開催地の利便性を考慮しつつ、加盟校の意識の向
上・能力形成を促すよう、平成 29 年度の研修を企画することとした。
４．平成 28 年度広報活動について、当協会の広報の媒体を、ホームページ・年報・会報に集約
し平成 29 年度は、研修事業等の様々なお知らせをメールにて発信し周知に努めることとした。　
５．平成 29 年度社員総会の講演について検討した。

報告事項
１．平成 28 年度事業活動中間報告・予算執行状況について報告された。
２．中期決算及び事務所移転に係る会計について報告された。
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平成 28 年度臨時理事会報告

日　時：平成 28 年 1 月 22 日（日）　13：00 〜 16：50
場　所：日本私立看護系大学協会　事務所
出席者：20 名（総数 22 名）

審議事項
１．現行の役員選出規程について、整理、確認し、平成 28 年度第 4回定例理事会にて継続審議
することとした。新しい役員選出規程についても審議し、併せて継続審議とすることとした。
２．ホームページ改修について、改修を進めることを確認し、ホームページについては広報委員
会が責任を持ち、事務局が運用することとした。現在、会員専用ページで閲覧できる教員名簿は
個人情報保護の観点から掲載しないこととした。

報告事項
１．平成 29 年度社員総会の講演について報告された。
２．広報委員会より、研修会と事業活動の報告書について、報告書は冊子とせず、ホームページ
で報告し、さらに研修会の動画配信を積極的に進めていくことが報告された。
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平成 28 年度第 4 回定例理事会報告

日　時：平成 29 年 3 月 12 日（日）13：00 〜 16：00
場　所：日本私立看護系大学協会　事務所
出席者：15 名（総数 22 名）

審議事項
１．役員候補者選出について	一般社団法人日本私立看護系大学協会役員候補者選出規程及び一
般社団法人日本私立看護系大学協会選挙管理規程について審議し、平成 29 年度第 1回理事会に
て継続審議とする。
２．以下の諸規程について審議した。
①一般社団法人日本私立看護系大学協会理事及び監事等の選出内規
②一般社団法人日本私立看護系大学協会理事会運営規程
③一般社団法人日本私立看護系大学協会情報公開規程
④一般社団法人日本私立看護系大学協会個人情報の保護に関する規程
⑤一般社団法人日本私立看護系大学協会個人情報保護に関して（HP掲載用）
⑥一般社団法人日本私立看護系大学協会特定個人情報規程
⑦一般社団法人日本私立看護系大学協会基金取扱規程
⑧一般社団法人日本私立看護系大学協会研究助成事業規程施行細則について
３．定款の変更について審議し、平成 29 年度第 1回定例理事会において継続審議することとし
た。
４．平成 29 年度事業活動計画と予算（案）について、大学における教育に関する事業、大学に
おける研究に関する事業、教育・学術および文化の国際交流事業、大学運営・経営に関する事
業、関係機関との提携等に関する社会的事業、会報・出版等の広報に関する事業より平成 29 年
度活動計画が説明され予算と共に承認した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	　	
５．平成 29 年度一般社団法人日本私立看護系大学協会予算について承認した。
６．平成 29 年度一般社団法人日本私立看護系大学協会組織体制と平成 29 年度役員選出について
審議し、平成 29 年度第 1回定例理事会において継続審議することとした。

報告事項　　　　　
１．平成 29 年度研究助成募集要項について報告された。
２．平成 28 年度一般社団法人日本私立看護系大学協会決算（中間報告）について報告された。
３．平成 28 年度会長表彰について報告された。　
４．事務局専任職員退職金規定について、修正と報告をされた。
５．40 周年記念誌発刊について報告された。



Ⅱ　平成 28 年度事業活動報告
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１．大学における教育に関する事業

趣旨
①教育内容（カリキュラム）、方法、評価の調査研究
②教員組織、教員の質・能力の向上、教育能力・施設設備の調査研究
③教育に関するセミナー、ワークショップ等の実施
④上記①〜③に関連する本法人の提言又は要望の案のとりまとめと理事会及び総会への報告

代表者および委員会構成員　（◎：代表者　〇：担当理事）
◎星　　直子（帝京大学）
○惠美須文枝（亀田医療大学）
○大島　弓子（豊橋創造大学）
○小川　妙子（甲南女子大学）
砂見　緩子、藤木眞由美、伊藤　文子（帝京大学）、平山香代子、渡辺八重子、古賀　雄二
（亀田医療大学）、古賀　節子、蒔田　寛子（豊橋創造大学）、林　　照子、片平　伸子、白濱　
郁子（甲南女子大学）

活動経過
1）　事業テーマ 1：大学新任教員のための研修会 2016
企画意図：平成 26 年度から継続して企画してきた新任教員の講座は、大学教員として活動す
る上で、必要かつ個々の大学レベルで対応が難しい知識や情報を、セミナーとして試験的に企
画・実施したものである。好評で、継続を要望する声が高く、平成 28 年度も同講座を継続した。
実施日：平成 28 年 9 月 3 日（土）　　
会　場：大正大学
プログラム：　
・講演 1．大学改革の課題と看護人材の養成　
佐藤　弘毅先生（目白大学学事顧問）
・講演 2．私立大学とは何か　－私立大学の基礎知識－	
上杉　道世先生（大正大学理事長特別補佐・質保証推進室長・客員教授）
・講演 3．大学の教員になるということ
夏目　達也先生（名古屋大学高等教育研究センター教授）
結果：参加者 100 名。ほとんどが入職 4年目未満の助手、助教であった。私立大学の現状と課
題、大学教員としての役割をあらためて理解できたという反応だった。3回目となる今年度も、
参加者の反応はほぼ例年と同様の結果だった。東京以外での開催の要望も継続してあった。
Web 上の受講希望もあり、今年度は協会HPに、当日の録画をアップした。

2）　事業テーマ 2：変革期にある大学における教育のリーダーシップ、教員の育ちについて考える
企画意図：社会の変化、大学改革の方針が打ち出される中、看護系大学の急増は、教員の量的確
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保ばかりでなく、教員の質保証の障害となっている。質・量ともに変化が求められる中、あらゆ
る職位に於いて、教員の教育に関する課題は存在し、解決が急務である。中でも教員組織全体の
意識・教育力に大きく影響を及ぼす管理、教員教育をする立場にある教員（近い将来その立場に
なる教員）が重要であると考え、今年度はこの職位に焦点を当て、教育のリーダーシップ、教員
の育ちをテーマにセミナーを企画した。
実施日：平成 28 年 10 月 2 日（日）
会　場：東京国際交流館プラザ平成
プログラム
・基調講演／大学・学部のリーダーの責務と役割、有効な大学組織作りに向けて
小川　哲生先生（いわき明星大学理事長、明星学苑副理事長、明星大学教授、前明星大学学
長）
・パネルデイスカッション
パネリスト
宮子あずさ先生（東京女子医科大学大学院非常勤講師）、松澤　和正先生（帝京大学教授）、藤
井　徹也先生（聖隷クリストファー大学教授）、山中　純瑚先生（甲南女子大学教授）
・グループデイスカッション／講演、パネルデイスカッションをふまえて、問題提起や情報交換
結果：参加者 44 名。ほとんどが、在職 10 年以上の教授、学科長、学部長であった。反応は日頃
問題と感じていた事柄の核心に迫ることができた、大学組織のリーダーの在り方を考えるきっか
けになったという点に集約される。グループディスカッションを行ったことは、各大学の情報交換
や課題を共有する者同士のネットワークづくりになった。継続して企画を希望する声が出ていた。

まとめ（2 つの事業を通して）
2 つの事業の企画意図は達成されたと考える。副次的な効果としては、参加者が所属大学を離
れ、他大学の教員と交流すること、意見交換することによって、ネットワークをつくり、自らの
立場を客観視することにも役立つものであったと考える。
大学における教育、教員の質の向上に関するものは多岐にわたり、対象とする教員の職位も、
それぞれの対象者のニーズも多様である。両企画とも個人や個々の大学が対応し、努力するだけ
では間に合わない現状を補う上でのほんの一部にすぎない。言いかえれば、何を企画しても必要
性があり満足を得られる一方、量的にも質的にも、変化に対応することは困難である。課題が山
積し、対策が急務である現状において、本協会の一委員会として、「教育のための事業活動」を
いかに焦点化し、効果的に展開していくかは重要である。

≪委員会開催≫
　第 1回　4月 23 日（土）　10：00 〜 15：00　事務局	
　　　　　前年度企画の評価と今年度企画の検討、具体案策定
　第 2回　5月 28 日（水）　理事会終了後　事務局
　　　　　講師への依頼、会場費用等の詳細の検討
　第 3回　7月 16 日（土）　15：00 〜 16：30　東京国際交流館プラザ平成
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現地実地踏査
　第 4回　7月 23 日（土）　16：00 〜 17：00　東京国際交流館プラザ平成
　　　　　現地打ち合わせ

新理事との事業計画・進行状況打ち合わせ
　第 5回　8月 8日（月）　大正大学
　　　　　新任教員のセミナー現地実地踏査、進行状況等打ち合わせ
　第 6回　9月 3日（土）　セミナー①の終了後　大正大学

研修会評価、10 月セミナー②「変革期にある大学における教育のリーダーシップ」へ
向けて打ち合わせ

　第 7回　10 月 2 日（日）　セミナー②の終了後　東京国際交流館プラザ平成
　　　　　研修会評価、以後の会議予定立案、役割分担の確認
　第 8回　12 月 17 日（土）　13：00 〜 16：00　事務局	
　　　　　平成 28 年度評価概括、平成 29 年度役割分担、活動計画立案
　第 9回　1月 22 日（日）　理事会終了後〜 17：00　事務局
　　　　　平成 28 年度評価、平成 29 年度活動計画具体案、予算案
　第 10 回　3月 12 日（日）　理事会終了後　事務局

平成 29 年度活動計画具体案詳細、予算案再検討
　●理事間、事務局も交え、メールにより意見交換等の会議を頻回に行った。

今後の課題
平成 28 年 3 月文部科学省の新たな答申が出され、大学組織の変革、教育の多様化とカリキュ
ラムの明確化、教員の力量の質的向上などが、大学の存続をかけて取り組むべき課題であること
が打ち出された。変革のスピードも早く、従来の様に、単に研究・学生の教育を担うだけではな
く、大学組織の理解、教員の質的向上をめざした、FD体制や教員自らの学びが必至である。こ
の様な中、長期的な事業活動は具体的な計画が立てにくい状況にある。そのため短期の事業活動
計画を進めながら、あわせて情報収集し、変化を踏まえて長期計画へと発展させていきたい。
再三述べるが、本委員会の担当する事業である、大学における教育、教員の質の向上に関する
ものはますます多岐にわたり、対象とする教員の職位、ニーズも多様になり、質的にも変化する
一方である。今後の事業計画を考える上では、本協会が私立看護系大学の全国組織として担うべ
き役割、現組織体制における委員会活動全般を再検討した上で、本委員会が担う役割と実効性の
ある企画の実際について、本格的に協議すべきである。
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「大学新任教員のための研修会 2016」

講演および企画についてのアンケート結果
参加：47 校、100 名

アンケート回収数：85 名

＜ご意見・ご感想＞
・大学改革の方向性がよく理解でき、これからの
大学の目指すところがよくわかった。

・大学教育のあり方・概要についてよくわかった。
・大学がどのような看護師を育成していく必要が
あるのかその重要性について学べた。

・大学で看護学を教授する意味と自分の立場がわ
かった。

・実際のデータや他職種から見た看護大学教員の
役割というのが印象的で意識が高まった。

・全入の学生を対象にしても、大学教育の本来の
あり方を目指すことはたやすくはないと思いつ
つ挑戦してみようと思った。

・丁寧に講義をしていただき、要点がわかりやす
く、役立つ内容だった。

＜ご意見・ご感想＞
・私立大学が成り立っている組織について様々な
ことを知ることができた。

・国の組織や法律についてわかりやすく教えてい
ただき、法律関係の知識の整理がついた。

・私立大学に関わる法令等を聞きどのようなこと
を考えていくべきかを知ることができた。

・テキストを参考にもできるのでよかった。
・私立大学のしくみなどがわかりやすく説明され
よかった。

・大学の広報的役割を担う教員としての自覚、大
学の生き残りも教員が関与していることが十分
に理解し努力することが求められていると痛切
に感じた。

Ⅰ．講演会について
講演 1.「大学改革の課題と看護人材の養
成」

講演 2.「私立大学とは何か」〜私立大学
の基礎知識〜

大変
満足
7人
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＜ご意見・ご感想＞
・実践に役立つツールの紹介があり参考になった。
・教員の能力形成の方法についていくつかの方法
を提示していただき、この先の自身のキャリア
アップに活かしていきたいと思った。

・実践的な内容でとてもわかりやすく今後に活用
できると感じた。

・いろいろな参加者の意見をききながら進めてく
ださったので、とても楽しくきくことができた。
・難しい内容もこれほどわかりやすい言葉で教え
ることができるのか、と本当に驚いた。「わか
る」ということを私自身が体験したことでこの
ような形で学生に関わりたいと思った。

・考えながら講演を受けることができ、肌でアク
ティブラーニングの一辺を感じることができ
た。こんな授業をつくってみたいと思った。

・これから、学生だけではなく、教員である私た
ちが主体的に考え、発信できる努力をしていき
たい。

＜ご意見・ご感想＞
・大変参考になり、勉強になった。
・大学の基本的なことについて知識がなかったの
で大変参考になった。

・本日の講義は実践的でとても有益だった。
・私立大学の流れや組織など今日改めてきくこと
で、まだまだ理解できていないことがわかっ
た。

・大学に戻って他の先生とも共有しようと思う。
・このような研修は何年目であってもとても学び
になると感じた。

・教育系機関（大学、大学院）で働くということ
は、経営や社会背景をも理解した上で、今の学
生の特徴やニーズに合わせつつ、大学や社会か
ら担うミッションと、自己実現の両側面を遂行
していかなくてはいけないことを再認識した。

講演 3.「大学の教員になるということ」

Ⅱ．企画自体の評価について
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Ⅲ．今後本事業で希望するテーマや開催時期、場所などについて
【開催時期についてのご意見】
・もう少し早い時期（6-7 月）での開催希望
・時期は 7月ごろが新人にはよいと思う
・時期は夏休み期間が参加しやすい　× 3
・長期休暇が取りやすい時期の開催希望
・実習指導は前期開催を望む

【開催地・開催方法についてのご意見】
・地方での開催希望　× 2
・中部地方での開催希望
・関西方面での開催希望
・開催地は東京が便利でよい
・Web での受講が希望

【テーマ・その他】
＜教育・指導について＞
・授業展開の具体的方法・指導案作成など教育力を向上させるような研修
・授業、演習、実習で取り組んでいるものの具体例の研修
・実習に関することや留学生対策、入学前後学習の方法、考え方
・授業展開のまずい例、良い例の教材化、職位に応じた研修・授業が素晴らしい先生の模擬授業
が聞きたい
・学生の生活指導について（カウンセリング能力）、実習指導の在り方
・大学教員の質が問題になっているため、新人のみならず大学教育とは何か、社会的意味などの
テーマで教育学の先生の講義を受けるべきだと思う
＜大学教員として・職位について＞
・職位としてのふるまい方、大学の見えないルールへの対応の仕方など希望
・ある意味で若手より問題のため、従来思考の教授たちの行動が変わるような研修会を希望
＜研修スタイル・教育指導以外の具体的テーマについて＞
・上の職位が多いと参加を躊躇してしまうため、助教クラスの研修希望
・横のつながりができるテーマ、目的のある研修会など、同じ職位といった細かい研修が希望
・少人数グループでのストレスマネージメント、休日の確保のコツ
・法律的な基本的内容について、教育理論や看護教育について
・若手教員に対する各種研修
・ストレスマネージメントやアンガーコントロール
・午後講演のようなHow	to 的な内容がよい
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Ⅳ．参加者の背景について

所属（単位：人）

在職期間（単位：人）

職位（単位：人）

参加のきっかけ（単位：人）
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「変革期の大学における教育リーダーシップ、教員の育ちについて考える」

講演およびグループディスカッションアンケート結果
参加：31 校　44 名

アンケート回収数：32 名（回収率 72.7％）

Ⅰ．基調講演について	
「大学・学部のリーダーの責務と役割、有効な大学組織作りに向けて」　小川　哲生先生

満足
38％ 大変満足

59％

やや不満 3％

〈ご意見・ご感想〉
・私立大学の使命と経営面から知り得たことで、自らの仕事を客観視することができた。
・教育におけるリーダーが何をすべきかを明快に示された。
・自分自身のありかたをふりかえるための参考になった。
・海外と比較し、日本の状況がわかり、勉強になった。
・大学法人が学生にとっては責務者であり、その職責を果たさなければならないという話は、単
なる精神論ではなく説得力があった。
・日頃問題ではないかと考えていた事柄について、具体的に問題の核心に迫ることができた。解
決策がみいだされた訳ではないが、取り組む一歩がわかった。
・大学教育の責務、役割、組織等に対して社会的側面、私大の特徴からご講演いただき理解を深
めることができた。
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Ⅱ．パネルディスカッションについて
「私が期待する看護学教育における管理者のリーダーシップ」

やや不満 16％

大変満足 31％

満足
53％

〈ご意見・ご感想〉
・自分自身のあり方をふりかえるための参考になった。次世代育成について考えていきたい。
・多様な視点を得ることができました。
・様々な立場からの話で、とても興味深く聞かせていただいた。
・各々違った観点から要点を整理して発表され、とてもわかりやすかった。
・領域責任者の立場、講師や助教の立場からの管理者に対する生の声も聞きたかった。
・各パネラーの発表は有意義だった。できればパネラー相互の意見交換があると良かった。
・看護教育が高度化され臨床経験が軽んじられていると感じる、そのために学生の臨地実習に深
みが増さない、大学の教員には教育力としての教授歴を 7割、研究力を 3割として教員の昇格
規準を考えている。
・全体のディスカッションの時間がもう少しほしかった。あまり議論にならなかった。

Ⅲ．グループディスカッションについて	 	 	 	 	
「講演、パネルディスカッションをふまえて、問題提起や情報交換」	

大変満足
52％

満足
38％

未回答 10％

〈ご意見・ご感想〉
・共感しあい、具体性のある実践を教えて頂いた。前向きな行動化を後押しすることとなった。
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・他大学の状況がわかり、課題を共有することができた。
・新設校の話や経験豊かな先生方の話がきけて勉強になった。
・若手教員のかかえる問題がわかった。
・意見が途切れることはなく、様々な方向から問題解決に向けた情報が出され、行動できると思
える示唆を得ることができた。
・多くの体験・考え・意見を交換でき、有意義だった。
・他大学の教員事情を伺うことができ、対応に対するアイディアもいただけた。
・日頃かかえている課題が、自分だけでなく他大学も同様であることと、それぞれが解決に向け
てどんな対策や工夫を試みているか知ることができ満足した。
・管理的立場を経験された方、新設校に着任されたばかりの方等、意見交換、情報交換が充分に
できた。今後に生かせることがたくさんあった。

Ⅳ．研修全体について

大変役に立った 40％

役に立った 47％

未回答 13％

〈ご意見・ご感想〉
・深い内容で、継続的に取り組んでいく内容と思った。
・変革期というけれど、何がどう変わろうとしているのか知りたいと思う。人口減少だけなのだ
ろうか。
・それぞれ大変なのでネットワークを広げる機会となった。
・今後に生かせる内容がいくつかあった。
・他大学も同様の悩みや課題をかかえていることがわかった。少しでも解決に向けた方向性を見
い出せるような意味ある話し合いができたと思う。
・講演を一方的に聞くのではなくグループワークができて、発表で共有もできて得るものが多
かった。
・現在、リーダー役割を求められる立場ではないが、リーダーを支える立場として得るものが多
くあった。
・他大学の教育上の課題なども知ることができた。
・私大に共通している課題、自己の課題について考えることができた。
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Ⅴ．今後の企画について（開催方法、開催時期、場所など）
・事務方との共同研修、8月。
・新人は勿論、様々なキャリアの教員の教育をワークショップ、GWを取り入れながら。
・中堅教員の能力、意識の差が非常に大きいと感じる。この点に焦点をあてた研修。
・リーダーシップ研修は今後も続けてほしい。
・今の学生をどう育てるか、「学力、生活力の低い、学び方を学んでいない等」。
・大学院の論文審査を通して、修士論文、博士論文の質を担保にする方法について。（山ほどで
きた大学院は、本当に国際的に通用するレベルの学位を出せているのか？）
・地方から上京するものにとっての利便性を考えて頂きたい。（場所）日曜日に遅い時間は翌勤
務に支障をきたすこともあり、避けて頂きたい。
・テーマ「効果的なFDについて」
・教員の資質向上のためにもFDを計画にいただけると有り難いです。変革期における私立看護
系大学の生き残りについてのセミナーなど…。	
・他大学と情報交換できる為、教員をエンパワメントする内容を具体的に挙げられないか。
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２．大学における研究に関する事業
①学術研究および学術研究体制に関する事業
②研究助成事業

趣旨
①教員による研究費獲得の向上、学術研究の大学内環境や条件を向上するための方策の調査研究
②研究助成と研究ネットワークづくり
③研究に関するセミナー、研修会等の実施
④上記①〜③に関する本法人の提言または要望案のとりまとめと理事会及び総会への報告

代表者および委員会構成員（◎：代表者　〇：担当理事）
◎塚本　康子（新潟医療福祉大学）
○出野　慶子（東邦大学）
○前山　直美（神奈川歯科大学短期大学部）
○奥田　泰子（四国大学）
松永　佳子、坂本なほ子、天野　里奈、高井　　怜（東邦大学）
研究助成選考委員会委員
松下由美子（佐久大学）、梅田　麻希、森　　明子（聖路加国際大学）、泉　キヨ子（帝京科学
大学）、林　みよ子（天理医療大学）、井上ひとみ（獨協医科大学）、吉田みつ子（日本赤十字
看護大学）、森崎　直子（姫路大学）

活動経過
【学術研究および学術研究体制に関する事業】
学術研究に関する講演会開催に向けて講師 ･講演内容の検討、リーフレット案の作成、「研究
セミナー」広報について検討、申し込み方法はWeb。

平成 28 年 9 月 17 日（土）『研究セミナー』開催場所：東邦大学看護学部　
第 1部　平成 24・25 年度若手研究者研究助成成果報告会　
１．看護師が獲得しているEmployability の内容と影響要因	 福井　純子（北海道医療大学）
２．目盛り付きゴム管駆血帯の有用性についての検討
─既存の留め金付きゴム管駆血帯との比較─	 佐々木新介（関西福祉大学）
３．24 時間対応の訪問看護ステーションにおける ICT（Information	Communication	Tech-
nology）を用いた在宅支援に関する基礎的研究	 横山　浩誉（大阪医科大学）

４．副作用による化学療法の休薬を経験した進行再発大腸がん患者のレジリエンスの様相
鈴木　香苗（日本赤十字広島看護大学）　

５．月経前症候群（PMS）/月経前不快気分障害（PMDD）の重症度評価による女性労働者の
メンタルヘルス不全予防プログラム開発のための基礎的研究	 濵西　誠司（関西福祉大学）
６．幼児期に小児がんを経験した子どもの学校生活適応への親の関わりと看護支援の検討
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山地　亜希（大阪医科大学）
なお、1席目の小坂志保（上智大学）は欠席、次年度の発表となる。

第 2部　看護研究の目的別アプローチ
Ⅰ　「研究における統計解析のキーポイント」	 高木　廣文（共立女子大学）
Ⅱ　「看護研究における統計解析」	 八重ゆかり（聖路加国際大学）

参加者：109 名、セミナー評価は後述資料

【研究費助成事業】
平成 28 年度の看護学研究奨励賞、若手研究者研究助成、国際学会発表助成の募集を行い、7
月に選考委員会で選考した結果を理事会に提出、書類審査の上、助成者を決定し、助成金の交付
とともに、「研究セミナー」で研究助成の募集および選考結果の報告をした。
　
【大学における研究に関する事業担当者会議の開催】
第 1回　平成 28 年 4 月 30 日（土）　13：00 〜　アルカディア市ヶ谷
出席者：佐々木秀美、塚本　康子、出野　慶子、前山　直美　
議　事：
１．平成 28 年度活動計画案策定
研究セミナー開催日を 9月 17 日に変更、場所が東邦大学となった旨を修正。
２．平成 28 年度予算案策定
研究セミナー開催場所の変更による予算案を修正。
３．研究セミナー
テーマは「看護研究の目的別アプローチ」
研究成果報告会では発表 10 分、質疑 3〜 5分。
運営委員は東邦大学から 3名、神奈川歯科大学短期大学部から 3名、新潟医療福祉大学から
3名。
リーフレットは 7月の総会で配布できるよう準備、大判のポスターは作成しないこととし
た。
４．委員会体制
平成 28 年度の責任者は塚本、研究セミナー主担当は出野、研究助成主担当は前山。

第 2回　平成 28 年 5 月 28 日（土）	　10：30 〜　アルカディア市ヶ谷
出席者：佐々木秀美、塚本　康子、出野　慶子　　欠席：前山　直美　
議　事：
１．平成 27 年度事業活動報告・会計について
２．平成 28 年度事業活動計画について
１）研究助成選考委員候補を確認、理事会にて審議する予定。
２）各大学の研究体制について「大学運営 ･経営に関する事業」の調査データを用いて分析
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する。
３．「研究セミナー」について
スケジュール、リーフレット、ポスター、研究成果報告者、講演会講師について最終確認。
４．研究助成事業について
１）看護学研究奨励賞、若手研究者研究助成、国際学会発表助成の公募状況の確認。
２）選考委員のメンバー確認を行い、7月 17 日に選考会議を実施することとした。

第 3回　平成 28 年 7 月 17 日（日）　11：00 〜 14：00　日本私立看護系大学協会事務局
出席者：塚本　康子、出野　慶子、選考委員　
議　事：平成 28 年度研究助成の選考について
看護学研究奨励賞　応募者 2件、採択 0件
若手研究者研究助成　応募者 18 件、採択 10 件
国際学会発表助成　応募者 9件、採択 4件

第 4回　平成 28 年 7 月 23 日（土）　13：00 〜　TKP市ヶ谷カンファレンスセンター
出席者：塚本　康子、出野　慶子、前山　直美
議　事：
１．研究セミナーについて
１）研究助成事業研究成果報告会依頼文の検討
２）プログラムの確認
３）座長や会場内係の交通費など予算について
４）9月 17 日役割の確認
２．研究助成事業選考委員会の結果報告

第 5回　平成 28 年 11 月 25 日（金）　10：30 〜 11：45　アルカディア市ヶ谷
出席者：塚本　康子、出野　慶子、前山　直美、奥田　泰子
議　事：
１．研究セミナーについて
２．次年度に向けての検討事項
３．次年度以降の理事の担当事業について

第 6回　平成 29 年 2 月 27 日（金）　13：00 〜 15：00　日本私立看護系大学協会事務局
出席者：塚本　康子、出野　慶子、前山　直美
議　事：
１．平成 28 年度事業活動報告書と予算執行について
２．平成 29 年度事業活動計画書と予算案について
３．助成事業細則および研究助成募集要項の検討
４．研究助成事業に関する検討



─ 31 ─

今後の課題
・会員校の研究費獲得の向上につながる具体的方策、および研究体制向上のための方策を検討
し、講演会・研究会などを行い、それぞれの成果を評価する。
・会員校の研究活動活性化に資する研究助成事業のあり方や適切性、審査方法について検討して
いく。
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日本私立看護系大学協会　研究セミナーアンケート　集計結果

【開催概要】

日時：2016 年 9 月 17 日（土）
場所：東邦大学看護学部　第 1・2講義室

【参加者・アンケート回収（回収率）】

参加者 109 名・アンケート配布数：85 名・アンケート回収：75 名（回収率 88.2％）

１．職位

人数 ％

教授 6 8.0

准教授 7 9.3

講師 15 20.0

助教 32 42.7

助手 8 10.7

その他 3 4.0

無回答 4 5.3

合計 75 100.0

２．年代

人数 ％

20 歳代 4 5.3

30 歳代 21 28.0

40 歳代 26 34.7

50 歳代 19 25.3

60 歳代 4 5.3

無回答 1 1.3

合計 75 100.0

３．プログラム第 1部　研究成果報告
人数 ％

とても満足 7 9.3

満足 33 44.0

少し不満 12 16.0

不満 3 4.0

無回答 20 26.7

合計 75 100.0

助手

その他
無回答 教授

准教授

講師

助教

無回答 20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

無回答
満足

とても満足

不満 少し不満
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４．プログラム第 2部　前半

人数 ％

とても満足 26 34.7

満足 39 52.0

少し不満 6 8.0

不満 1 1.3

無回答 3 4.0

合計 75 100.0

５．プログラム第 2部　後半

人数 ％

とても満足 39 52.0

満足 26 34.7

少し不満 3 4.0

不満 1 1.3

無回答 6 8.0

合計 75 100.0

６．事前準備（登録方法）

人数 ％

とても満足 30 40.0

満足 41 54.7

少し不満 3 4.0

無回答 1 1.3

合計 75 100.0

７．事前情報（事前準備）

人数 ％

とても満足 22 29.3

満足 40 53.3

少し不満 10 13.3

不満 1 1.3

無回答 2 2.7

合計 75 100.0

不満
無回答

とても満足

満足

少し不満

少し不満

不満

無回答

とても満足
満足

少し不満
無回答 1％

とても満足満足

不満

少し不満

無回答

とても満足

満足
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８．事前情報（配布資料）

人数 ％

とても満足 43 57.3

満足 28 37.3

少し不満 1 1.3

無回答 3 4.0

合計 75 100.0

９．会場（会場設備）

人数 ％

とても満足 21 28.0

満足 38 50.7

少し不満 14 18.7

不満 2 2.7

合計 75 100.0

10．映像（会場設備）

人数 ％

とても満足 25 33.3

満足 43 57.3

少し不満 3 4.0

不満 2 2.7

無回答 2 2.7

合計 75 100.0

11．音響（会場設備）

人数 ％

とても満足 28 37.3

満足 42 56.0

少し不満 2 2.7

不満 1 1.3

無回答 2 2.7

合計 75 100.0

少し不満

とても満足
満足

無回答

とても満足

満足

少し不満

不満

とても満足

満足

少し不満
不満

無回答

とても満足
満足

少し不満
不満

無回答
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12．レイアウト（会場設備）

人数 ％

とても満足 25 33.3

満足 39 52.0

少し不満 8 10.7

無回答 3 4.0

合計 75 100.0

13．テーマの提示（会場設備）

人数 ％

とても満足 31 41.3

満足 39 52.0

少し不満 3 4.0

無回答 2 2.7

合計 75 100.0

14．全体

人数 ％

とても満足 23 30.7

満足 39 52.0

少し不満 3 4.0

無回答 10 13.3

合計 75 100.0

とても満足

満足

少し不満
11％

無回答 4％

とても満足満足

少し不満
4％

無回答 3％

とても満足

満足

少し不満

無回答

【アンケート自由記述】（抜粋）
１．研究成果報告会・研究助成について
・研究成果報告は課題が多い内容だったと思います。助成対象者はどのような基準で選択されて
いるのか疑問に思いました。助成なのでもう少し、研究デザインや研究目的などきちんと整っ
たものを採択してほしいと思いました。
・若手の助成の方々の発表では出来るだけ成長につながる方向に持っていきたいところである
が、ある成果を得るためには研究過程の間でどのようにすればよいか考えさせられた（例：目
的と研究タイトルの相違は最も重要な視点）
・報告会の質疑応答の時間の先生方のコメントや助言が大変勉強になりました。
・研究成果報告での井部先生のコメント、髙木先生、八重先生の講演などにより、改めて研究計
画をきちんと立案する重要性を学びました。
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・若手研究者の条件を研究者になり 5年以内とかにしてほしい。年齢を重ねてから研究者になる
人も少なくないため、その人にも機会をあたえてほしい。
・研究助成金のこともあまりよく知らなかったので、また大学にもどって調べてみたいです。

２．講演について
・八重先生の話は具体的に論文を用いた説明があったのでとても分かりやすかった。次に機会が
あればもっと聞きたいと思いました。
・統計にはとても興味があるのですが、できればもう少し実践的な内容だと助かります。例えば
パソコンで実際に仮のデータを持ちだしながらするなど。八重先生のお話はもっと聞きたいと
思いました。
・午後からのセミナーを聞かせていただいて、自分の研究に活用出来る学習がたくさんできまし
た。統計についてもっと学びたいと思いました。研究倫理のことの学習もしていきたいです。
はじめて参加させて頂きましたがとてもよい研修だと感じました。
・Mixed	Methods や介入研究に関すること。実際の論文から説明され、非常に分かりやすかっ
たです。
・大学院在学中は研究について指導を受ける機会がありましたが、修了後はなかなか相談・指導
を受けることが出来ず、研究に取り組むことができずにいました。今日は研究計画の段階で、
方向性を明らかにすることの大切さを再確認することができました。
・具体的な内容で今後に役立てられるものでした。
・自己研鑽のため参加してよかった。
・充実したプログラムでした。思ったよりもずっといい。運営ありがとうございました。
・お手本となる論文を沢山頂けてよかったです。
・午後の部から参加しました。私には難しい内容でした。基本的なことから、しっかり学習して
出直したいと思いました。
・八重先生のていねいな心あたたまるご講義に勇気づけられました。
・今後活用していけるような学びを得ました。
・勉強になりました。特に八重先生の講義がとてもわかりやすく、ためになりました。
・講義は大変有意義でした。
・座長の先生とてもよかったです。講演を盛り上げたと思います。

３．今後の研究セミナーについて
・今後もシリーズ化して統計手法に関するセミナーが行われるといいです。質研究の分析も関心
があります。
・統計解析について、今回のテーマと重複しても良いので、もう少し学びたい。
・新任教員向けの統計に関する基礎講習を希望します。
・統計学を具体的に示して講義してもらいたい。
・「質的研究のデータ分析について」「混合研究法」などが今後参加したいセミナー内容です。
・質的看護研究のセミナーがあれば。
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・質的研究のポイントについても、ぜひ聞いてみたいです。
・英語論文の書き方など。
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平成 28 年度　日本私立看護系大学協会研究助成事業

看護学研究奨励賞、若手研究者研究助成及び国際学会発表助成選考結果について

Ⅰ．看護学研究奨励賞：2件の応募があり、審査の結果該当者なしとなった。

Ⅱ．若手研究者研究助成：18 件の応募があり、審査の結果以下の 10 件を採択した。

氏名 所属 研究テーマ

西村　礼子 東京医科大学
ICTを活用した教育が看護師の眼球運動と脳血流へ与
える影響

鈴木みゆき 兵庫医療大学
女性看護師の冷えと就労環境・生活環境との関連につ
いて

高谷　知史 兵庫医療大学
慢性疾患患者・児がいる家族を支援する看護師の家族
コンコーダンス形成力の概念構築

徳永　智美 四条畷学園大学
新生児蘇生の実践力を維持する再履修教育構築のため
の基礎的研究

金坂伊須萌 東邦大学
爪装飾による手指細菌汚染の実態と病院感染伝播防止
に関する研究

高井　　怜 東邦大学
脳卒中患者に対する包括的リハビリテーション旅行プ
ログラムの評価指標の開発

種本　純一 日本赤十字北海道看護大学 プリセプター看護師の役割遂行状況に及ぼす影響要因

大塚　寛子 日本赤十字看護大学
親向けの乳幼児予防接種教育プログラムの普及のため
のガイドラインの開発

今野　和穂 帝京平成大学 新生児を育てる母親のストレス

金盛　琢也 聖路加国際大学
下肢人工関節置換術後の高齢者の退院後早期の転倒を
予防する包括的転倒予防プログラムの開発と評価

Ⅲ．国際学会発表助成：9件の応募があり、審査の結果以下の 4件を採択した。	

氏名 所属 研究テーマ 学会名・開催地

鈴井江三子 兵庫医療大学

Effects	of	education	about	the	
detection	 of	 early	 signs	 of	
child	 abuse	 on	 after-school	
child-care	workers

Optimizing	Healthcare	
Quality	国際学会
タイ・チェンマイ

亀田　直子 摂南大学

TO 	 F I N D 	 A N 	 I N T E -
NTIONAL	MINUTE	REA-
CTION	IN	A	10-YEARS	OLD	
CHILD	WITH	A	 SEVERE	
BRAIN	 INJURY	CAUSED	
BY	CEREBRAL	HYPOXIA	
AFTER	 CARDIOPULMO-
NARY	ARREST

28th　International　
Congress	of	Pediatrics
カナダ・バンクーバー
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氏名 所属 研究テーマ 学会名・開催地

山本　由子 武蔵野大学
Use	 of	 life	Reviews	 to	 Im-
prove	Elderly	Dementia	Pat-
ient	Communications

1 4 t h 　 I n t e r n a t i o n a l　
Conference	 on	Communica-
tion	in	Healthcare
ドイツ・ハイデルベルグ市

德重あつ子 武庫川女子大学

Basic	 Research	 of	 Remi-
niscence	Therapy	in	Nursing	
Measured	by	Near	 Infrared	
Spectroscopy	（NIRS）

Sigma	 Theta	 Tau	 Inter -
national（STTI）	Honor	Soci-
ety	 of	 Nursing’s	 27th	 In-
ternational	nursing	Research	
Congress
南アフリカ共和国　ケープタ
ウン
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３．教育、学術および文化の国際交流事業

趣旨
①看護における教育、学術および文化の国際交流を通して、将来国際的に関連機関との連携、協
力及び援助に繋がるための方策の調査研究
②看護界の動静と看護学教育の国際交流の現状と将来についての講演会等の実施
③上記①、②に関連する本法人の提言または要望の案のとりまとめと理事会及び総会への報告

代表者および委員会構成員（◎：代表者　〇：担当理事）
◎伊藤　直子（西南女学院大学）
○小山眞理子（日本赤十字広島看護大学）
田村　由美（日本赤十字看護大学）、藤井　知美（日本赤十字広島看護大学）、布花原明子、鹿毛　
美香（西南女学院大学）

活動経過
本事業活動は、看護における教育、学術および文化の国際交流を通して、将来国際的に関連機
関との連携、協力および援助に繋がるための方策の調査研究、看護界の動静と看護学教育の国際
交流の現状と将来についての講演会等の実施および関連する本法人の提言又は要望の案のとりま
とめと理事会及び総会への報告を行うものである。今年度の活動計画は、実態調査であった。
メール会議などで連絡調整を図りながら、現在までの活動を計画実施している。以下に活動内容
について報告する。

１）　グローバル化に対応する教育内容実態調査
（1）　全加盟大学におけるグローバル人材の育成に関する教育の実態調査（web 調査）
①回答数　117 校（回答率 68.8％）
②調査結果概要

・項目Ⅰ．グローバル人材育成に関する大学の計画・方針、制度について
中長期計画等にグローバル人材育成に係る事項が記載されている大学が 51.4％である。大学類
型別にみると、単科大学が 40.7％、複合大学が 47.4％、総合大学が 61.4％記載されている。グ
ローバル人材育成について教育指針（ポリシー等）に策定している大学が 43.1％、今後、策定予
定である大学が 22.0％である。グローバル人材育成を促進するための専門部署を置いている大学
が 18.3％である。

・項目Ⅱ．語学力・コミュニケーション力の養成について
英語（外国語）の授業にグループワークを取り入れることを組織的に方向づけている大学が
48.6％、英語（外国語）のすべての授業が習熟度別に編成されている大学が 17.4％である。学生
がアカディミックライティングに関する指導を受ける環境がある大学が 37.6％であり、グループ
ワークや討論等、プレゼンテーション能力やディベート力の修得を目的とした取り組みを行って
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いる大学は 58.7％である。
外国の大学との単位互換を導入・導入予定の大学が 10.1％、ダブル・ディグリー・プログラム
を導入している大学が導入予定・検討中を含め 4.6％である。GPA制度を導入している大学が
87.2％であり、主に奨学金や授業料免除の基準や学生に対する個別学修の基準として活用されて
おり、交換留学等の選抜基準の活用は少数の大学である。

・項目Ⅲ．異文化に対する理解やアイデンティティーを涵養するための取り組みについて
一般教養科目として異文化理解や異文化コミュニケーションをテーマとする授業が必修の大学
が 17.4％、選択である大学が 58.7％である。専門科目として、国際社会と関連付けた内容を教授
する科目が複数科目ある大学が 33.0％、1 科目の大学が 49.5％である。外国人留学生と日本人学
生が協働で課題を解決するような授業がある大学が 11.9％、討論する等、伝える力やディベート
力の修得を目的とした授業がある大学が 13.8％である。海外からの留学生の受入れや海外への学
生派遣の促進を導入している大学が 19.3％である。

・項目Ⅳ．主体性、チャレンジ精神、協調性、責任感を涵養するための取り組みについて
1年時から演習（ゼミ）方式の授業が行われている大学が 77.1％である。大学が組織的に進め
ている内容として、教員と学生との質疑応答が積極的になされる仕組み 50.4％、学生同士のディ
スカッションが積極的になされる仕組み 54.2％、学生におる課題解決型学習 26.6％、授業の中で
コンテストや大会等を実施し、競争環境を作る仕組み 15.6％がある。学生のボランティア活動や
地域活動への参画を促進するための制度・取組がある大学が国内活動 58.0％、海外活動 15.6％で
ある。

（2）　抽出校のヒアリング調査
本年度は、実態調査（web 調査）の実施・分析期間に変更、ヒアリング調査の準備期間とし、
来年度以降の調査に向けて調整を行うこととする。

２）　委員会活動

日時 方法 場所 検討事項

第 1回
2016 年
8 月 30 日（火）
　〜 9月 7日（木）

メール会議 各大学 ・平成 28 年度事業活動計画の分担について

第 2回
9月 28 日（水）
　〜 12 月 7 日（水）

メール会議 各大学 ・実態調査（web 調査）内容について

第 3回
12 月 20 日（火）
　〜 12 月 28 日（火）

メール会議 各大学

・実態調査の今後のスケジュールについて
・実態調査の案内文書について
・実態調査のデータ納入方法や回収催促の方法
について
・その他
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今後の課題
平成 28 年度は、看護教育におけるグローバル人材育成について、さらに議論を進めるために、
各大学が取り組んでいる教育目標および教育課程の編成、学生に対する教育、教育を提供する体
制等、教育の現状と課題を明らかにし、本協会における教育、学術および文化の国際交流事業の
基礎資料とするため、実態調査を実施した。
平成 29 年度は私立看護系大学における看護教育のあり方について、実態調査の分析を深め、
加えて国際交流活動を活発に行っている私立看護系大学に対して、組織のあり方、人的・経済的
資源の活用方法、看護学教育カリキュラムでの位置づけ・教育内容・方法等についてヒアリング
調査を行い。提言するための資料を作成する。

日時 方法 場所 検討事項

第 4回

2017 年
1 月 20 日（金）
　〜 1月 27 日（金）	

メール会議 各大学 ・実態調査の動作確認について

第 5回
3月 13 日（月）
　〜 3月 31 日（金）

メール会議 各大学 ・実態調査の動作確認について
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４．大学運営・経営に関する事業

趣旨
①私立看護系大学の振興に必要な国、地方公共団体または民間からの補助金、寄付金、その他の
支援が可能になるような実態調査・分析
②大学運営・経営の向上に繋がる事業を展開するための方策の調査研究
③上記に関連する本法人の提言又は要望の案のとりまとめと理事会及び総会への報告

代表者および委員会構成員（◎：代表者　〇：担当理事）
◎林　　優子（大阪医科大学）
○長澤　正志（淑徳大学）
髙木　廣文（共立女子大学）、渡辺　明良（聖路加国際大学）、藤川優美子（岩手看護短期大
学）、出坂　秀雄、星加　圭子（大阪医科大学）

活動経過
1）　大学運営・経営委員会開催（3回開催）
【第 1回】
日　時：平成 28 年 6 月 12 日（日）　13 時〜 15 時
場　所：日本私立看護系大学協会事務局（千代田ビル 405 号室）
出席者：林　　優子、長澤　正志、高木　廣文、渡辺　明良、藤川優美子、出坂　秀雄、星加　

圭子
議　題：
（1）　Web 登録＆入力・解析システムのシステム仕様について
（2）　研修会開催について
【第 2回】
日　時：平成 28 年 10 月 15 日（土）　15 時〜 17 時
場　所：聖路加国際大学　大村進・美枝子記念	聖路加臨床学術センター会議室
出席者：長澤　正志、高木　廣文、渡辺　明良、藤川優美子、出坂　秀雄、星加　圭子
欠席者：林　　優子
議　題：
（1）分析結果の資料に基づいた解析、仕様について
（2）事業計画について
【第 3回】
日　時：平成 29 年 2 月 25 日（土）　13 時〜 15 時
場　所：日本私立看護系大学協会事務局（近清堂ビル 6階）
出席者：林　　優子、長澤　正志、高木　廣文、渡辺　明良、藤川優美子、出坂　秀雄、星加　

圭子
議　題：
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（1）　看護教育研究経費の調査結果について
（2）　事業活動計画について

2）　看護教育研究経費（ウエブ登録・EDCシステム）の調査開始
（1）Web 登録＆入力開始（平成 28 年 9 月 7 日付）文書で日本私立看護系大学協会より加盟校へ
依頼

（2）未回答または回答中（一時保存中）である加盟校の窓口担当者へ協会よりメールで督促（10
月 17 日）

（3）解析システムの各大学への公開

3）　教職員を対象とした研修会開催
日　時：平成 28 年 10 月 15 日（土）　13 時〜 15 時
場　所：聖路加国際大学大村進・美枝子記念	聖路加臨床学術センター
テーマ：私立大学等改革総合支援事業採択に向けての対策と会計検査院対応
講　師：日本私立学校振興・共済事業団 助成部 補助金課長　菊池　裕明 氏
参加者：39 名

今後の課題
（1）「看護教育研究経費」の結果について、会員校が解析をしやすいような統計処理の充実を図
る。

（2）教職員を対象とした研修会の充実を図り、私学行政（私立看護系大学）に関する問題や戦略
について情報交換を行う。
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５．関係機関との連携・協力等に関する社会的事業

趣旨
①本法人の発展のため外部の組織に働きかけ、看護教育並びに看護専門職としての充実・発展に
必要な国の制度や法令、文教行政や予算、高大連携についての確かな情報収集と分析・整理
②文部科学省、厚生労働省関係、日本学術会議をはじめ、日本私立大学協会、日本私立学校振
興・共済事業団、中央教育審議会、大学設置 ･学校法人審議会等諸機関の活動状況の把握を
し、必要な提携 ･協力および支援活動を企画・実施
③国家試験問題に関する公募状況調査、啓発活動のためのセミナーの実施
④上記①〜③に関連する本法人の提言又は要望の案のとりまとめと理事会及び総会への報告

代表者および委員会構成員（◎：代表者　〇：担当理事）
◎大西香代子（園田学園女子大学）
○山本眞千子（茨城キリスト教大学）
○清水　房枝（京都光華女子大学）
栗原加代子（茨城キリスト教大学）、山本　恭子、新井香奈子（園田学園女子大学）、山下　舞
琴（京都光華女子大学）

活動経過
本委員会は、「協会外部の組織に働きかけ、制度や法令、文教政策等の確かな情報収集と分析、
文部科学省・厚生労働省を中心とした諸機関との必要な提携、さらには国家試験に関する調査や
啓蒙活動等の企画・実践する」という趣旨の下、時々の課題に応じた活動を行ってきた。平成
23 年度より、国家試験の基本的なあり方について検討を重ね、一昨年度および昨年度は、「看護
専門職としてのコアコンピテンシー」に相応した国家試験内容や水準等に関する検討の手がかり
を得るために、「教育評価」の観点を取り入れた研修を企画・実施した。
今年度も、この方針を引き継ぎ、国家試験に関する研修を行った。また、もう一つの活動計画
であった国家試験対策などの実態とニーズに関する加盟校調査については、本委員会の目的を検
討しなおす中で、実施しないことを決定、次年度に向けて、本来の活動である関係諸機関との連
携を探っていくこととなった。

1）　研修会「看護師国家試験を考える」
今年度は、国家試験について改めて考えてみるために「看護師国家試験を考える」として 2部
構成の研修会を、平成 28 年 10 月 23 日に東京ガーデンパレスにて実施した。日曜の開催であっ
たが、109 名が参加した。
第 1部は、厚生労働省医政局看護課課長補佐の猿渡　央子氏による「看護師国家試験の現状と
課題」で、合格者・合格率の推移など看護師国家試験の概要、非選択敷式計算問題の導入や視覚
素材の公募などの改善策のほか、来年から「長い状況文を伏した単問の状況設定問題を導入」す
ることが話された。また、視覚素材だけでもいいので試験問題への公募に協力してほしいとの依
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頼もあった。講演後の質疑応答では、受験に備えて宿泊施設を確保する必要があるので、試験月
日や試験会場をもっと早く公表してほしいなどの意見が出された。
第 2部は、札幌医科大学の今野美紀教授による「看護師国家試験の『対策』〜札幌医科大学の
事例報告〜」であった。いわゆる「国家試験対策」は何も行っていないにもかかわらず、毎年
100％の合格を達成している背景には、「自校の教育をしっかり整えること」こそ国家試験対策に
なるとの信念があるようだった。教育の特徴として、1年の基礎看護学から、看護専任教員の指
導のもと、事前学習課題及び事後学習課題を課し、自ら学ぶ姿勢を育てていること、学生の長所
を認めつつ、さらによくするためのアドバイスを加えていくこと、看護過程の演習ではよくでき
ている学生にプレゼンテーションさせ、学生同士での気づきを大切にしていることなどが話され
た。学生達も、自分の代で 100％を途切れさせるわけにはいかない、とのプレッシャーを感じて
勉強しているとのことであった。
今回の研修会についてのアンケートでは、満足度（満足・やや満足）がそれぞれ 77％、68％
と従来の結果に比べ、やや低い数字だった。第 1部の講演に対しては、「今後の方向性がわかっ
てよかった」という意見があった一方で、「概ね知っている内容だった」との不満も寄せられた。
また、質問に対しても、回答してよいかどうかを持ち帰って検討すると保留になったものもあ
り、後日回答をホームページに掲載した。第 2部については、「看護教育のあるべき姿を教えて
もらった」、「学習環境を整えていくことの大切さがわかった」との意見と、「基礎学力が異なる」、
「恵まれた環境」で「参考にならない」との不満の声や「ダメ私学の合格 100％への道を聞きた
い」との意見もあった。確かに、公立は恵まれた条件にあるのだろうが、学生自身が自ら学ぶ姿
勢を持たなければ教育効果は上がらないし、国家試験はその結果としてついてくる、という基本
を振り返る機会となる講演であった。

2）　委員会開催
今年度は、研修会準備も含め、6回の委員会を実施した。
（1）5月 28 日（土）
今年度の活動方針の確認、研修会の準備（講師、日時、会場等の検討）

（2）9月 11 日（日）
研修会会場（東京ガーデンパレス）下見、研修会運営に関する打合せ、調査の方向性の確認

（3）10 月 23 日（日）（研修会終了後）
研修会総括、研修会のアンケートの集計について担当者検討

（4）11 月 25 日（金）
加盟校調査に関する検討

（5）12 月 21 日（水）
11 月の理事会にて、1月実施予定の加盟校調査に待ったがかかったため、渉外委員会の活動
の方向性について検討
（6）3月 12 日（日）
今後の活動方針について委員会案決定
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今後の課題
ここ数年来渉外委員会で取り組んできた国家試験に関わる活動を元に、今年度初めに当委員会
の中・長期活動方針を決定した。しかし、国家試験に関する会員校の実態とニーズに関する加盟
校調査について、理事会・執行部から疑問が出され、委員会でも検討した結果、当委員会の活動
を設立当初の目的に沿ったものへと方向を修正する。
本来、当渉外委員会が提携することを期待されている関係機関とは、私立大学協会、日本看護
系大学協議会などの大学関係機関、文部科学省や厚生労働省などの国の機関などである。現在、
私立看護系大学が直面している最大の問題の一つは、看護系大学の急激な増加とそれに伴う教員
確保の困難さ及び教員（教育）の質の担保であろう。
そこで、当委員会では、この問題について関係機関の考えを知り、改善に向けた働きかけをし
ていくことを今後の活動方針とする（従って、国家試験関連の事業については当分扱わない）。
具体的な活動内容としては、私立看護系大学の喫緊の課題である看護系大学の急激な増加と今後
の展望について、上述の団体担当者および本協会役員によるシンポジウムを企画・実施する予定
である。
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日本私立看護系大学協会

関係機関との連携等に関する社会的事業セミナー

「看護師国家試験を考える」アンケート集計結果

回収数：101 人

Ⅰ．参加者ご自身について
１．ご所属の大学の種類
①大学　　　94 人
②短期大学　6人
③その他　　1人

２．年齢
① 20 歳代　1人
② 30 歳代　17 人
③ 40 歳代　30 人
④ 50 歳代　36 人
⑤ 60 歳代　17 人

３．現在の役職
①学長・学部長・学科長　5人
②教授　　　　　　　　　25 人
③准教授　　　　　　　　27 人
④講師　　　　　　　　　20 人
⑤助教・助手　　　　　　21 人
⑥事務職　　　　　　　　3人
⑦その他　　　　　　　　0人

４．専門領域
①基礎　　　14 人　　　⑦公衆衛生　4人
②成人　　　15 人　　　⑧在宅　　　8人
③老年　　　15 人　　　⑨看護管理　1人
④精神　　　13 人　　　⑩専門基礎　2人
⑤小児　　　11 人　　　⑪遺伝看護　0人
⑥母性助産　11 人　　　⑫その他　　5人（うち 1人：国試対策室専任）

60 歳代
17％

50歳代
35％

40歳代
30％

30歳代
17％

20歳代
1％

学長・
学部長・
　学科長
　　5％

教授
25％

准教授
26％

講師
20％

助教授・
助手
21％

事務職
3％
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Ⅱ．講演内容について
1．講演─1 について
　①満足　　　　25 人
　②やや満足　　52 人
　③やや不満足　20 人
　④不満足　　　3人

ご意見（抜粋）
・これからのことがわかり対策をたてることができそうです。
・H 30 年度から改訂があることを確認できてよかったです。
・厚労省のお考えの一端がわかったように思います。
・実際のところの自分の認識が正しいか確認できてよかったです。
・方向性はわかりましたが、昨今の国試によせられた意見を聞きたかったと思います。問題の適
切性について→不適切も多いので。
・大学の設置は文科省の裁量のため、厚労省＋文科省の方がいらっしゃってセミナーを開催して
いただくと、より充実するのでは？と思いました。
・新たな情報は特になかったので少し残念ですが、今後の返答で新たな知見があるとうれしいで
す。
・現状と課題について理解できました。1年前に会場（ホテル）を押さえる件ですが、国試会場
に問題があるのでは（増やす方向）と思います。
・もう少し今後の国試に関する内容が知りたかった。変更の意図、方向性など。
・もう少し質問したかった。
・現時点で考えられる社会の傾向、今後求められるものから問題傾向についてお話が聞けると更
に良かったと思います。
・本当に聞きたい部分ではなかった。
・試験問題公募の部分だけ強調された。質問に対しての返答があいまいな部分あった。
・目新しいことがあまりなかった。
・たいてい知っている内容で、もう少し掘り下げた話を伺えたら嬉しかったです。
・公募が中心テーマであるなら、それを副題として書いていただきたいと思います。別な内容を
イメージして参加しました。意見交換はとても意味のあるものでした。
・H 30 〜実際にどのような方向性に出題内容が変わるのかを伺うことができると思っておりま
した。遠方より参加させて頂きましたので非常に残念です。
・もう少し、H 30 年からの改定内容を具体的に話してほしかった。

やや満足
52％

不満足
3％

やや不
満足
20％

満足
25％
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２．講演─2 について
①満足　　　　31 人
②やや満足　　37 人
③やや不満足　23 人
④不満足　　　9人

ご意見
・理想ではなく、ありのままの教育状況を話してくださったのでわかりやすく、活用できる講演
内容で良かった。
・恵まれた環境での教育だと思いました。
・充実したサポート体制のもと、貴学（自校）の教育をしっかり整えることがすばらしい結果に
結びついていることがわかりました。
・学習環境を整えていくことの大切さがわかりました。カリキュラムの見直しが必要では…と思
いました。
・看護教育のあるべき姿を教えていただきました。
・与えられた資源の違いはありますが、根本・本質として学ぶところが多くありました。ティー
チングではなく、ラーニングであるという考えの確信を強めることができました。学生を信
じ、自立をすすめる存在でありたいと思います。
・来場者のほとんどが私立大学で、講演内容の公立とは背景が違いすぎるので、私立の中の成功
例を聞きたい。
・私学のおかれた状況と全く異なるところは参考にしにくい。言われる事は当たり前。
・そもそも偏差値 40 点程度の学生が多い中での普段からのサポートでは何をしていったらよい
のか…と悩む毎日です。
・環境が整っていない中で、どう取り組むかという内容をききたかった。
・私立大学は 1学年 100 名程度です。そのような大学でどのようにされているか、知りたかった
です。
・学生の偏差値も高い学校でうらやましいです。E-learning は参考になった。
・恵まれた環境の大学、偏差値のある程度の高さがあるのでできる事例ではないかなと感じた。
・私立の学生と公立の学生は入学時の基礎学力が異なります。私立は公立に不合格した学生を必
死に教育しています。今回、公立の話ではなく、私大の話を聞きたかったです。
・私大の低学力者に対する国試対策や講義内容などを聞きたかった。　　　　　
など

不満足
9％

やや不
満足
23％

やや満足
37％

満足
31％
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３．今後のセミナーで取り上げてほしいことなど、ご意見・ご要望
（国試対策）
・低学力校の国試対策、合格率 100％への道のり、など。
・国試の合格率がかつて悪かったが、近年高くなった学校の取り組みを聞きたかった。
・私立の中の成功例をぜひ聞きたいです
・同様の国試の対策について私学系大学の対策を希望します。特に、出題基準が改訂するときに
はセミナー開催をお願いしたいです。
・国試対策に頑張っている大学の話が聞きたい。

（他の希望）
・実習施設の確保が困難な中、いかに学生に学びを深めさせてゆくか。
・看護学科としてのFDやキャリアアップ等の取り組み。ポートフォリオ、パフォーマンス評価
の取り組み。3つのポリシー、質評価について。
・学内での連携体制。
・大学院教育の方法について。

（ご意見・感想など）
・遺伝看護の学部教育について（内容、教員の質と確保、国試への導入について）。
・今野先生の取り組みのお話しはとても参考になりました。1つでも（あきらめずにのきもちで）
実現に向けて取り組む思いをもっていきたいと思います。ありがとうございました。
・結構、私語をしている人が多くて、おどろきました。
・本年度のような内容であれば、是非とも参加したいと思いました。
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６．会報・出版等の広報に関する事業

趣旨
①本法人の目的の達成に寄与するため会報・その他刊行物の発行
②加盟校への情報伝達及び加盟校間の情報交換
③協会の活動の外部への PRのためホームページの企画運営
④上記に関連する本法人の提言又は要望の案のとりまとめと理事会及び総会への報告

代表者および委員会構成員（◎：代表者　〇：担当理事）
◎野口　眞弓（日本赤十字豊田看護大学）
〇島袋　香子（北里大学）
小林　尚司、中島佳緒里（日本赤十字豊田看護大学）、香取　洋子、和智志げみ、及川　美穂
（北里大学）

活動経過
1）　会報第 35 号・36 号の発刊
会報第 35 号は平成 28 年 5 月上旬に、会報第 36 号は平成 28 年 11 月上旬に発刊した。
内訳：会員校　各 50 部

　　　　　　事務局		　200 部
これに伴う編集会議は，各号につき 5回開催し，原稿の依頼や入手は電子メールで行った。

2）　年報、会報、ホームページ等の広報活動の充実
・年報の冊子体の配布を各加盟校 3冊とし、平成 28 年度年報からホームページに掲載する準備
を進めた。
・各種事業で行った講義概要、アンケート結果などを掲載した報告書は、冊子体の作成をやめ、
ホームページでの報告とした。
・新規加盟校紹介や加盟校の取り組みをホームページに掲載するためには、ホームページの整理
が必要である。次年度にホームページの更新を検討する。
・加盟校間で情報交換をするシステムとして、オープンキャンパスや公開講座の情報をホーム
ページに載せた。

今後の課題
ホームページでの情報発信を効果的に行えるように、ホームページの更新を行う。
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７．将来構想検討に関する事業

趣旨
①本法人の役割と機能の強化に向け、私立大学としての課題と看護学校教育及び看護学研究の具
体的な課題の明確化と今後の方向性について具体的方策の提案を行う。
②上記に関連する本法人の提言または、要望の案のとりまとめと理事会及び総会への報告を行う。

代表者および委員会構成委員（◎：代表者　〇：担当理事）
◎高田　早苗（日本赤十字看護大学）
○坪倉　繁美（国際医療福祉大学）
菱沼　典子（聖路加国際大学）、遠藤　俊子（京都橘大学）、田中　幸子（東京慈恵会医科大
学）、佐藤　弘毅（目白大学）、山本　雅淑（大正大学）

活動目標
1）組織の機動性と活性化を図るとともに会員校に有益な事業を展開するための、役員の選出方
法について見直す。
2）看護系大学全体の資質向上のために、教員研修についての系統的な研修体系を作成する。
3）私立大学への財政的支援を確保するために、私立大学を取り巻く動向や情報収集を行うとと
もに、関係機関との連携を密にする。

活動経過
1）　勉強会
日　時：平成 28 年 4 月 6 日（水）　14 時 00 分〜 16 時 30 分
場　所：日本私立看護系大学協会事務局
講　師：佐藤　弘毅委員
出席者：高田　早苗、坪倉　繁美、菱沼　典子、山本　雅淑	（講師含め 5名）
議　題：社会・経済の変化に伴う人材需要に即応した質の高い専門職業人養成のための新たな高

等教育機関の制度化について討議した。

2）　第 1回将来構想検討委員会開催
日　時：平成 28 年 10 月 28 日（金）　18 時 00 分〜 20 時 00 分
場　所：日本私立看護系大学協会事務局
出席者：高田　早苗、坪倉　繁美、菱沼　典子、遠藤　俊子、佐藤　弘毅、山本　雅淑	
議　題：①役員選出内規の改正案、関連する定款改定案の検討

選挙人、被選挙人、選挙管理委員会の設置等に伴う関連規程について検討した。
地区別の区割り、地区活動・機能等についての検討を行った。
②教員研修についての系統的な研修体系の作成と実施体制について
大学教員（幹部教員・中堅教員・新任教員）としてのコンピテンシーを考慮した研修
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を体系化した。体系化にあたっては、大項目 4項目、小項目全 10 項目、小項目ごと
に期待する研修効果を明確にした。大項目には、「ガバナンス・経営」「「組織の教育
力向上」「研究能力維持向上」「社会貢献」の 4側面を設定した。

3）第 2回将来構想検討委員会
日　時：平成 28 年 12 月 26 日（月）　10 時 00 分〜 12 時 00 分
場　所：日本私立看護系大学協会事務局
出席者：高田　早苗、坪倉　繁美、菱沼　典子、田中　幸子、佐藤　弘毅、山本　雅淑
議　題：①役員選出改正案の検討

役員選出は、現行の「理事及び監事等の選出内規」を廃止し、新たに「役員選出規
程」を設ける。新たな規程には、役員候補者選挙に必要な事項、全国を 6地区に区分
けし役員を選出する方法、指名理事の導入などを規定する。
また新たな規程と定款との整合性も検討した。
②教員の研修体系の活用について
体系化した研修体系の内容や考え方については、第 3回定例理事会（11 月 25 日開催）
で承認を得た。開催地の利便性、加盟校の能力形成を促すような活用の在り方を検討
してほしいという理事会の意見を受け、活用の仕方を検討した。

活動目標に伴う活動の総括
1）組織の機動性と活性化を図るとともに会員校に有益な事業を展開するための、役員の選出方
法について見直す。
役員の選出方法については、平成 27 年度に引き続き検討を重ね、一定の方向性を理事会に
提案した。
新たに「役員の選出規程」を制定し、役員の選出の透明性を図るとともに、地方にある大学
が事業やセミナーの恩恵を享受できるよう配慮したものとなるように検討した。「役員の選出
規程」には、役員を地区別で選出すること、事業の円滑運営を図るために指名理事の導入など
を規定することなどを理事会に提案した。

2）看護系大学全体の資質向上のために、教員研修についての系統的な研修体系を作成する。
看護系大学全体の資質向上のための教員研修については、平成 27 年度に引き続き検討を重
ね、系統的な研修体系を作成した。急増する会員校の質保証については、新任教員対象の研修
会に加え、新人を育てるなどの役割を担っているところの大学の中核・中堅を担う中堅教員、
教育責任者としての任を担う幹部教員には、それぞれの役割やキャリアに応じた研修に取り組
む必要がある。体系化にあたっては、内容的にも、教員のキャリア別にも、大学教員としての
コンピテンシーを吟味し体系化を行った。研修体系の大項目としては、「ガバナンス・経営」
「組織の教育力向上」「研究能力維持向上」「社会貢献」の 4側面とした。
これらの活用については、研修を企画する、コンピテンシーの点検維持を行うなどの際に活
用できる。本法人の各委員会における事業の企画・運営、本法人が地方で開催する研修の企
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画・運営、あるいは各大学で行われるFD活動等での事業展開や研修の企画など、あらゆる方
面で活用できるものである。

3）私立大学への財政的支援を確保するために、私立大学を取り巻く動向や情報収集を行うとと
もに、関係機関との連携を密にする。
補助金獲得については、継続的、多角的な取り組みが必要である。連携・協議は、文部科学
省高等教育局医学教育課に対する対応に限らず、私学事業団等への相談等、近接領域学科の動
向を確認し、参考にしていく必要もある。本法人における実行上の取組みは、理事会、本法人
委員会の渉外委員会をはじめ、関連する各委員会で進める。
なお、中央教育審議会に諮問され ｢実践的な専門職業教育を行う新たな高等教育機関の制度
化に関する特別部会｣ が検討を進めているところの ｢専門職大学（仮）｣ への対応についての
制度設計や運用に関しては、日本看護系大学協議会や私立大学協会、日本看護協会との連携等
を図りながら、その動向を注意深く見極めていく必要がある。

今後の課題
会長の諮問委員会である将来構想検討委員会は、本法人の役割と機能の強化に向け、私立大学
としての課題と看護学校教育及び看護学研究の具体的な課題の明確化と今後の方向性について具
体的方策の提案を行うという趣旨のもとに設けられている。平成 28 年度は、組織の機動性と活
性化を図るとともに会員校に有益な事業を展開するための方向性として、役員の選出方法の見直
しや、教員の研修体系の策定などを行い、将来構想検討委員会の設置趣旨に沿った一定の方向性
を理事会に提案した。
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８．40 周年記念事業

趣旨
本協会設立 40 周年を祝し記念事業として、記念式典、記念講演・シンポジウム、祝賀会と記
念誌発行を行う。

代表者および委員会構成員（◎：代表者　〇：担当理事）
記念式典委員会
◎野口　眞弓（日本赤十字豊田看護大学）
髙木　廣文（共立女子大学）、福島富士子（東邦大学）、筒井真優美（日本赤十字看護大学）、
近藤　潤子（天使大学）、飯田加奈恵（城西国際大学）、河津　芳子（目白大学）、クローズ	幸
子
記念誌委員会
◎島袋　香子（北里大学）
小島ひで子（北里大学）、林　　優子（大阪医科大学）、岡田　由香（岐阜医療科学大学）、福
島　道子（徳島文理大学）、北　　素子（東京慈恵会医科大学）

活動経過
○記念式典委員会
以下のように記念式典・特別講演・シンポジウム・祝賀会を行った。
１．記念式典　平成 28 年 7 月 16 日 13 時 30 分〜 14 時
２．記念講演・シンポジウムのテーマ　「看護実践をかえるための教育改革」
３．記念講演　平成 28 年 7 月 16 日 14 時〜 15 時 30 分
Quality	and	Safety	Education	for	Nurses	（QSEN）─看護師のための質と安全の教育─
演者：Jane	H	Barnsteiner（University	of	Pennsylvania	School	of	Nursing）
座長：井部　俊子（聖路加国際大学）
４．シンポジウム　平成 28 年 7 月 16 日 15 時 45 分〜 17 時 15 分　
「看護実践をかえるためのカリキュラム改革」
米国におけるカリキュラムと臨地実習の実際
Jane	H	Barnsteiner（University	of	Pennsylvania	School	of	Nursing）
臨地実習の根本改革
クローズ　幸子（亀田医療大学名誉教授）
TOHOいえラボプロジェクト　これからの看護師は「まち」のなかの「いえ」で学ぶ
横井　郁子（東邦大学）
座長：筒井真優美（日本赤十字看護大学）
５．記念式典・記念講演会場
東京国際交流館　プラザ平成会議施設
【住所】〒 135-8630　東京都江東区青海 2-2-1　国際研究交流大学村内　
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６．祝賀会　平成 28 年 7 月 16 日 18 時〜 20 時
ヒルトン東京お台場【住所】〒 135-8625 東京都港区台場 1-9-1
７．参加人数
記念式典、記念講演、シンポジウムは 402 名、祝賀会は 101 名が出席した。

○記念誌委員会
以下の予定で作業を行なう。
完成 12 月予定であったが、作業の進捗に合わせて 2月 28 日に発行した。
1）　作業に合わせて業者との打ち合わせを行なった。
2）　メール会議で編集委員会を開催した。
3）　2月初旬：編集委員会を開催した。

完成版：A4版。カラー刷り・114 頁。
１．印刷業者等決定…平成 28 年 3 月…「新日本印刷株式会社・新日本編集企画」に決定する。
２．原稿依頼
日本私立看護系大学 40 周年記念誌発刊にあたり…井部　俊子（会長）…11 月に依頼
日本私立看護系大学協会 40 年のあゆみ…近藤　潤子（前会長）…11 月に依頼
３．記念式典祝辞…ご来賓…7月
４．記念講演会：レジメ…7月…会報 36 号原稿を転用
Jane	H	Barnsteiner（University	of	Pennsylvania	School	of	Nursing）
５．記念シンポジウム：レジメ…7月
クローズ　幸子（元亀田医療大学）…会報 36 号原稿を転用
横井　郁子（東邦大学）
Jane	H	Barnsteiner
６．特別寄稿…6月…入稿済
日野原重明（初代会長）
森　美智子（前業務執行理事）
野口　眞弓（業務執行理事）
７．40 周年記念座談会Ⅰ…6月 18 日終了…校正へ
	「私立看護系大学協会の過去・現在・未来」
井部　俊子（会長）
佐々木秀美（副会長）
近藤　潤子（前会長）
矢野　正子（前副会長）
菱沼　典子（前将来構想検討に関する事業担当理事）
森　美智子（前業務執行理事）
司会：福島　道子（徳島文理大学）

８．40 周年記念座談会Ⅱ…7月 30 日終了…校正へ
「私立大学における看護教育を展望する」
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岡田　由香（岐阜医療科学大学）
林　みよ子（天理医療大学）
本庄　恵子（日本赤十字看護大学）
司会：林　　優子（大阪医科大学）

９．資料
協会活動一覧等…12 月入稿
研究助成・奨励賞等一覧
加盟校一覧
10．歴代会長・理事一覧
日本私立看護系大学協会　定款
11．40 周年記念式典・記念誌委員一覧
12．編集後記



Ⅲ　40 周年記念講演会資料
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日本私立看護系大学協会 40 周年記念講演会　資料

Quality and Safety Education for Nurses（QSEN）

─看護師のための質と安全の教育─

Jane H Barnsteiner （Professor Emerita，University of Pennsylvania，School of Nursing）
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